
第1章 会の名称と目的

第1条 この会は、スラバヤ日本人学校保護者と教員の会(PTA)と呼称する(以下「会」という)。

第2条 会は、保護者と教員が協力して、子供たちの幸福な成長を図ることを目的とする。

第2章 会の活動と方針

第3条 会は、次のことを目的として活動する。

1.保護者と教員が協力して、スラバヤ日本人学校の発展に努めること。

2.民主教育についての理解を深め、これを推し進めること。

3.物心両面において、良い教育環境をつくるように努めること。

4.インドネシア社会との協調に努めること。

5.公費による教育費を充実することに努めること。

6.帰国後の子供の適応について配慮すること。

7.会員相互の教養を高め、親睦を図ること。

第4条 会は、教育のための自主的な民主団体として、次の方針に従って活動する。

1.特定の思想・宗教にかたよらない。

2.他の団体の、支配・統制・干渉を受けない。

3.営利だけを目的とする行為はしない。

4.学校の人事・教育内容には干渉しない。 

5.広く教育・福祉・文化のために活動する団体や機関と協力しあう。

第3章 会員

第5条 会員は、次によって構成される。

1.スラバヤ日本人学校に在籍する子供の保護者、または、これに代わる人。

2.スラバヤ日本人学校の教員。

3.スラバヤ日本人学校の発展のために熱意ある、上記以外の日本人。

第6条 会は、年度途中よりの新規会員の入会を認める。

新規会員世帯は、2委員長の協議によりいずれかの委員会に編入される。

第7条 会員は全て平等に会費を分担する。ただし会費は入学時(年度当初)一括払いとし返金はしない。

中途入学者の会費は、入学月から月割りで計算する。

会費額は各年度初めに、会の活動状況、世帯数及び経済情勢の変化等を役員会が考慮し、

適宜その変更を総会に提案し決定する。 

第8条 会員は全て平等の権利と義務を持つ。

第4章 経理

第9条 会の活動に必要な経費は、会費でまかなう。

1.ただし会の目的にかなった事業・その他の収入・寄附金を加えることができる。

2.上記1項を適用する場合は、役員会の承認が必要となる。

第10条 会費の額、また会費の額の変更は、総会により決定する。

第11条 会の経理は、総会で承認された予算に基づき行う。

第12条 会の財産は、会の目的のため以外には使えない。また、第9条の収入以外に、

一般会員からの寄附金やその他財産を集める時は、総会の承認が必要となる。

第13条 会の決算は、会計監査を受けた後、総会に報告され、承認を得る。

第14条 年度末決算によって余剰金が生じた時は、役員会でその使途を決め、総会に報告する。

第15条 予算案・決算報告書は、総会当日の3日前までに全会員に配付する。

第16条 会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年の3月31日に終わる。
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第5章 会の組織

会の構成は、次の表の通りとする。

会長(保護者1名)

副会長(保護者教員各1名)

書記(保護者教員各1名)

会計(保護者1名)

顧問(スラバヤ日本人学校長)

校内交流委員長(保護者1名)

広報委員長(保護者1名)

第6章 役員

第17条 会長は会を代表し、総会及び役員会を招集し、会議を主宰する。

第18条 副会長は会長を助け、必要ある時はその代理を務める。

第19条 会計は予算に基づいて、全ての会計事務の処理と、この会の財産の管理にあたる。

また総会に会計報告をする。

第20条 書記は、総会及び役員会の議事や、その他の重要事項を記録し、その管理にあたる。 

第21条 校内交流委員長は、校内における子供たちの健康衛生状態を向上させる活動、

ならびに会員ならびにその子供たちとの交流に関する諸行事を行う。

そのため必要に応じて委員会を招集し、計画の立案とその実行にあたる。

また補佐及び代理として、副委員長を指名することができる。

第22条 広報委員長は、会の発展のため必要な外部からの情報の入手・会の実状を外部に広報する。

そのため必要に応じて委員会を招集し、その具体的方法の計画・立案・実行にあたる。

また補佐及び代理として副委員長を指名することができる。

第23条 役員の任期は1年とする。ただし再任はこれを妨げない。役員に欠員が生じた場合、

役員会が必要と認めた時は補充するが、その時の任期は前任者の残りの任期とする｡

第24条 会長以外の役員は、その兼任を妨げない。

第7章 会計監査委員

第25条 会計監査委員は随時会の経理を監査し総会に報告する｡

第26条 会計監査委員の任期は、第23条と同様とする。 

第8章 役員の選出

第27条 会長は、自薦により決定する。自薦者多数の場合は自薦者と役員で協議の上決定する。

自薦者無しの場合は、原則的に「①PTA入会が先の方、②長子の学年が上の方、

③子の数が多い方」順で決定する。

ただし、免除事由がある場合は選出を免除される。免除事由のない候補者が事情により

受諾困難な場合は、該当者が次点候補者へ依頼・説得する責任を負う。

第28条 保護者側の副会長も、会長と同様の選出方法により決定する。

第29条 保護者側の会計・書記・各委員長も、会長と同様の選出方法により決定する。

ただし自薦者無しの場合は、会長と副会長の内定後に決定する。

第30条 教員側の役員は、教員で決定する。

第9章 総会

第31条 予算・決算・年度事業計画・その他重要なことがらは全て総会で決定する。

第32条 定期総会は、年2回開催する。ただし、書面による開催と決議も可能とする。

総会

会計監査委員 役員会

保護者教員
各1名
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臨時総会は、役員が必要と認めた時、または会員の10分の1以上の要求があった時に、開催する。

第33条 総会の議題は、事前に全会員に通知する。

第34条 総会は、全会員の2分の1以上の出席によって成立し、議事は出席者の過半数で決定する。

また、本人のサインのある委任状は、出席とみなす。

第35条 会長には投票権がない。ただし、投票結果が半々の時は、議決権がある。

第10章 役員会

第36条 役員会は、8月を除き原則として毎月1回開催する。

そのほか会長が必要と認めた場合で、役員の4分の1以上の要求があった時に開催する。

第37条 役員会は、総会で決定した方針にしたがって、次の仕事をする。

1.役員会の連絡と調整

2.総会に提出する議事の作成 

3.総会で決定したことの実行

第38条 役員会の議事の決定は、役員の2分の1以上の出席を要し、出席者の3分の2以上の

同意によって決定する。

第11章 役員・委員・会計監査委員の報酬

第39条 役員・委員・会計監査委員は、任期中に行う役務から報酬を得ることはできない。

第12章 会の公開

第40条 会の会議は、全て会員に公開する。

第13章 細則

第41条 会の運営に必要な細則は、この規約の範囲内において、役員会が決定する。 

第14章 改正

第42条 この規約は、総会で出席者の3分の2以上の賛成がなければ改正できない。

第15章 慶弔・その他の場合の金品贈与の規定

第43条 別途、細則で決定する。

附則 この規約は、1979年5月9日より施行する。

1984年3月14日 一部改定

1986年4月26日 一部改定

1988年4月28日 一部改定

1990年5月2日 一部改定

1997年3月15日 一部改定

1999年3月5日 一部改定

2002年5月18日 一部改定

2006年2月28日 一部改定

2006年5月13日 一部改定

2016年3月16日 一部改定

2019年5月18日 一部改定

2020年3月13日 一部改定

2020年12月11日 一部改定

2021年12月21日 一部改定

2024年3月12日 一部改定



第1章 目的

第１条 この基準はPTA規約を補完するものであり、規約運用にあたってその基準となる。

第2章 役務の分担

第2条

第3条 校内交流委員は、校内における子どもたちの健康衛生状態を向上させる活動や

会の発展に関係のある有識者の講演会・親睦会等を企画する。

また、学校が企画する学校行事等の実施に当たり、学校の要請に応じ保護者としての役割を

提供する。

第4条 慶弔規定に関する実務(贈与品の購入・贈与行為)は、会長・副会長がその任に当たる。

第3章 予算

第5条 各委員会は、年間行事計画とそれに伴う予算案を役員会に提出し、審議調整の後、

総会の承認によって執行する。

第6条 各委員会は、決定した予算額の使途を明確にした上で自由裁量できる。

第7条 年度途中で予算に不足をきたした場合は、役員会を召集して調整する。

第4章 基準の変更

第8条 この基準に更改または追加の必要がある場合は、役員会によって決定する。

附則 この基準は、1979年6月11日より実施する。

1984年3月14日 一部改定

1990年3月14日 一部改定

2006年2月28日 一部改定

2024年2月6日 一部改定

広報委員は、新聞の発行・編集・印刷・配布の任に当たる。
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第1条 教員が結婚する時には、550,000ルピアの現金、またはこれに相当する記念品を贈る。

第2条 教員が転出する時には、100,000ルピアの現金、またはこれに相当する記念品を贈る。

第3条 会員がその優れた業績を他団体より表彰された場合は、記念品を贈る。

第4条 会員外で、会のために多大の協力、援助があり、会の発展のために尽くしたものには、

記念品を贈る。

第5条 本校児童生徒が卒業する時には、100,000ルピアの現金、またはこれに相当する記念品を贈る。

第６条 本校児童生徒が転出する時には、100,000ルピアの現金、またはこれに相当する記念品を贈る。

第7条 小学部及び中学部の第一学年に入学する児童生徒には、100,000ルピアの現金、

又はこれに相当する記念品を贈る。

第8条 会員又は児童生徒が死亡した場合は、550,000ルピアの弔慰金を供える。

第9条 会のため協力、援助をしたものが死亡した場合は、弔慰金を供える。

第10条 児童生徒が、病気または障害を受けて10日以上欠席した場合は、見舞いを届ける。

第11条 第1条、第2条、第5条、第6条、第7条および第8条の金額の目安は、2023年12月時点の

インドネシア国の物価を基準としている。

役員会は、その後の消費者物価指数の変動に応じ、目安金額を変更することができる。

第12条 第3条、第4条、第9条及び第10条の財源及び金額は、役員会で決定する。

第13条 以上にあげた以外の慶弔、贈与については、すべて役員会で決定する。 

附則 この規定は、1979年6月11日より実施する。

1986年4月26日 一部改定

1987年5月1日 一部改定

1990年3月14日 一部改定

1998年5月6日 一部改定

2002年3月2日 一部改定

2004年5月15日 一部改定

2006年3月17日 一部改定

2015年3月14日 一部改定

2016年3月16日 一部改定

2019年5月18日 一部改定

2020年3月13日 一部改定

2024年2月6日 一部改定

スラバヤ日本人学校PTA 慶弔、贈与に関する規定


